
概要説明

1
効率化に
資する取組

効率化に資する取組について、他社に先駆けて行っている取組の有無を確認　（各社）
－鉄筋コンクリート柱取替評価基準の見直しの取組は、他社でも実施しているのか、自社独自か　（各社）
－柱上変圧器のリユースについての取組状況　（各社）

第1回
圓尾委員
辰巳委員

今回回答

2
高経年化

対策
将来的に金額の大きい対象物について、高経年化対策にかかる設備更新計画を提示（将来的な設備更
新計画を作成しているすべての期間について提示。対応できない場合はその理由含め回答）　（各社）

第2回 圓尾委員 今回回答

3
効率化に
資する取組

高経年化対策で説明した設備において、平成20年度以降における調達した設備仕様の推移を提示。ま
た、仕様統一化の取組を行っていればその説明（各社）

第2回 圓尾委員 今回回答

4 研究開発
独自開発の低風圧アルミ電線について、何と比べて風圧荷重が３割改善しているかの説明。また、他社開
発も含めた既存の低風圧アルミ電線と比較した場合のコスト削減額を提示（関西）

第2回 松村委員 今回回答
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